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決 定 事 項

・「田中登奨学基金条例」「田中登奨学金支給条例」の制定について６月議会
　に提案する。

【条例等について】
　宍粟市田中登奨学基金条例の制定　　※公布の日から施行
　宍粟市田中登奨学金支給条例の制定　※令和４年８月１日施行
　宍粟市田中登奨学金支給条例施行規則の制定（教育委員会規則）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年８月１日施行
【支給要件】
　・保護者が一宮北中学校区内に住所を有し、居住している、または、奨学生が
　　一宮北中学校を卒業していること
　・向学の志を有していること
　・経済的理由により修学が困難であること
　（宍粟市奨学金と同じ基準を用いる）
　・学校教育法に基づく次の学校に在学していること
　（ア） 高等学校（イ） 中等教育学校の後期課程
　（ウ）特別支援学校の高等部（エ）高等専門学校
　（オ）大学（短期大学含む）（カ）専修学校高等課程及び専門課程

【奨学金の性質】
　・返済不要の給付型奨学金とする

【給付額について】
　　高校：月額１万円
　　大学：（自宅外）月額４万円　（自宅）月額２万円
　
【その他】
・他の奨学金との併用可　・ひとり各区分１回限り

基本施策

総合戦略での
位置付け

総合計画での
位置付け

基本目標

基本方針

２．安心して子どもを産み育てられ、いつまでも元気に過ごせるまち

⑤子どもが健やかに育つまちづくり

【17】学校教育の充実

【産み育てる】少子化対策

現 状
一宮町公文出身の故田中登氏の三女・齋藤和子氏（東京都在住）より、一宮北部の子
どもたちの人材育成のために５千万円を寄付したいとの申出があった。

課 題
奨学金として寄附を受け、令和５年度以降も奨学金制度として運用するにあたり、
「基金条例」及び「奨学金支給条例」を制定する必要がある。

議 題 田中登奨学金制度の創設について

出 席 者
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